	私費外国人留学生用様式



私費外国人留学生経済状況申告書
              　　　          　学部（研究科）　　　　　学科（専攻）　　　年
　　　　　　　　　　国籍　　　　　　　    学生番号　  　　　　　　　　　　　
　　　　　　　入学年度　令和　　　年度  氏  名　　　　　　　　　　　　
　　（入学料免除・入学料徴収猶予・授業料免除）の申請にあたり、私の家計状況等は
次のとおりです。
１．日本における生活状況
  （１）世帯人員（本人を含む。）　   　　人
  （２）世帯の構成
	続柄
	氏名
	年齢
	職業・在学学校名（学年）など

	 本　人
	
	
	

	 配偶者
	
	
	

	 その他
	
	
	


２．家計の状況  （出願時の状況を月額で記載すること。）
　家計の状況について、これまでの収入・支出金額をもとに計算したうえで記載してください。
金額の計算に疑義が残る場合、その計算の根拠などを求める場合があります。

　※アルバイト等については採用年月からの平均月額（長期の場合は直近６か月や昨年１年間の平均など）を計算したうえで記載してください。帰省等含め、将来の予定は一切考慮しません。
　※「本国からの送金」欄については年間で受け取る予定額を12で除した額を記載してください。
　※預金の引き出しとは、就労等で得た収入を貯金から引き出すことを指します。本国からの送金を口座から引き出す場合は、「本国からの送金」欄に記載してください。

　※来日して同居している家族がいる場合は、家族全員分の収入と支出を記載してください。
	収入金額
	支出金額

	本人
	食費
	              円 

	貸与奨学金
	              円 
	住居費
	              円 

	給付奨学金
	              円 
	電気・水道・ガス料金
	              円 

	アルバイト等
	              円 
	電話・インターネット使用料
	              円 

	本国からの送金
	              円 
	生活用品（衣服・日用品等）
	              円 

	預金の引き出し
	円
	交通費（JR・バス・地下鉄等）
	円

	同居家族（続柄と収入の内訳を記入）
	娯楽・交際費
	円

	（　　　　　　　　　）
	              円 
	授業料(年額を月割)
	44,650円

	（　　　　　　　　　）
	円
	授業料以外の就学費
	円

	（　　　　　　　　　）
	              円 
	貯金
	              円 

	（　　　　　　　　　）
	              円 
	その他 （　　　　　）
	              円 

	計
	              円 
	計
	              円 


※必ず収入金額と支出金額の合計が同額になることを確認してください。
（１）奨学金の受給状況
本申告書提出時点で受給している奨学金について、受給見込額等を記載してください。
※来日して同居している家族（配偶者等）が奨学金を受給している場合も記載してください。
	続柄
	奨学団体名
	区分
（該当のものに〇）
	支給期間
	年額

	本人
	
	貸与・給付
	年　月～　　　年　月
	円

	
	
	貸与・給付
	年　月～　　　年　月
	円

	
	
	貸与・給付
	年　月～　　　年　月
	円

	
	
	貸与・給付
	年　月～　　　年　月
	円


（２）昨年１月以降、アルバイト等で収入を得ている勤務先に係る情報について
昨年１月以降にアルバイト等で収入を得ている場合は、以下に続柄、勤務先、採用年月、退職年月（勤務中の場合、退職年月は空欄）の情報を記載してください。

※単発のアルバイト等については記載する必要はありません。
	続柄
	勤務先
	採用年月
	退職年月

	本人
	
	年　月
	年　月

	
	
	年　月
	年　月

	
	
	年　月
	年　月

	同居人
	
	年　月
	年　月

	
	
	年　月
	年　月

	
	
	年　月
	年　月


（３）本国からの送金について
 　①　父母等の職業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 ②  送金の状況（送金の金額（見込）、受取方法等を具体的に記載すること。）
※前のページに記載した「本国からの送金」欄と月額（年額）が一致するよう記載すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４）その他の家計状況について（実情を具体的に記載すること。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．修学状況について（修学状況・修学に伴う特別な事情等があれば記載すること。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（上記②「送金の状況」の記入例）


Ⅰ.　年2回、帰国する際に、現金で6ヶ月分の生活費等として○○○円程度を受け取る予定。�Ⅱ.　毎月、1ヶ月分の生活費等として○○○円程度を送金してもらう予定。


Ⅲ.　月によって、金額は異なるが、年間○○○円程度を送金してもらう予定。








